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有明高専 地域共同テクノセンター長 
泉 勝弘 

 
平成 22年度 産学連携交流事業 実施報告 

 
 地元および周辺地域企業と有明高専との間を取り持ち、地域企業の活性化を図るために「有明広

域産業技術振興会」が組織され、11 年を迎えた。本振興会は講演会、工場見学、シーズ発表会等を

企画・実施している。平成 22 年度においても、これまでと同様の方針に基づく事業を実施した。 
 
１．分科会基本方針 

 本年度は、新エネルギーおよび電気関連産業、環境・エコ・農工連携関連産業、医工連携（介護

福祉関連機器・器具の開発など）に関わる新事業の探索に重点を置くことを分科会活動の方向性と

して活動を行った。これまでの事業を踏襲して、新事業探索分科会を推し進めるために、分科会幹

事として下記 2 名の方へお願いした。 
  企業幹事：田中 知樹（室町ケミカル株式会社） 
  高専幹事：堀田 源治（機械工学科） 
 
２．分科会の開催 
 平成 15 年 6 月に技術分科会を設立し、平成 19 年度にこれまでの分科会を合体し【新事業探索】

を中心に活動することにした。分科会を通じて本校の教職員と地域企業の技術者との交流を深め、

共同研究や技術・製品開発を活性化している。また、会員企業間の交流および協力の可能性も含め

た新事業育成を視座とした分科会を目指している。このために、以下の事業を実施した。 

(1) 分科会講演会 

 平成 22 年度の産学連携事業・事業計画の分科会基本方針には、新エネルギーに関わる新事業の

探索が分科会活動の方向性のひとつとして示されていることから、これらの産業基盤となる基礎研

究について情報を共有し、事業展開への機会づくりを図ることを目的として、以下の内容で講演会

を開催した。 
 日時：平成 22 年 11 月 25 日（木）16：30～ 
 場所：有明高専総合研究棟 2F 専攻科講義室 
 講演： 
 １．「燃料電池の現状と将来」 
   泉 政明 氏 （北九州市立大学 機械システム工学科 教授） 
 ２．「電気自動車用モータ」 
   袈裟丸 勝己 氏 （九州大学 システム情報科学研究院 准教授） 
 ３．「太陽電池開発技術の現在」 
   松尾 浩司 氏 （YOCASOL 株式会社 社長補佐 兼 営業資材部長） 
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(2) 工場視察 

 地元にどのような企業が存在し、どのようなものを製作しているかについてはあまり知られてい

ない。このため、工場視察を行うことで訪問先の企業紹介や社会的な取り組みを理解し、会員企業

間の技術力の向上や情報交換などを行うために、地元企業である室町ケミカルと九州トリックスを

訪問した。参加者は 42 名であった。工業視察後は、肥後にて懇親会が開催され交流や情報交換が

行われた。懇親会参加者は 19 名であった。 
 日時：平成 23 年 3 月 8 日（火）14:00～17:00 
 視察工場 1：室町ケミカル株式会社（大牟田市新勝立町 1-38-5） 
   事業内容：イオン交換樹脂，医薬品，健康食品 ほか 
 視察工場 2：株式会社九州トリックス（荒尾市水野 1092-9） 
   事業内容：溶接，表面処理，組立 ほか 
 

      
           室町ケミカルでの企業紹介                九州トリックスでの企業紹介 

(3) 会員企業訪問 

 本年度は、振興会分科会活動報告、有明高専の状況説明、会員企業の状況把握および共同研究の

可能性を調査するために会員企業を訪問した。 
 9 月 16 日（木）有明機械株式会社 
 9 月 17 日（金）有限会社港工作所 
 9 月 22 日（水）九州セラミックス株式会社 
 9 月 22 日（水）株式会社三井三池製作所 九州事業所 
 9 月 28 日（火）信号電材株式会社 
 10 月 1 日（金）室町ケミカル株式会社 
 10 月 1 日（金）株式会社旭精機 
 10 月 8 日（金）九州エレクトロン株式会社 
 10 月 18 日（月）有限会社旭製作所 
 1 月 31 日（月）九州三井アルミニウム工業株式会社 
 2 月 10 日（木）吉野電子工業株式会社 
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 2 月 15 日（火）株式会社九州トリックス 荒尾工場 
 2 月 16 日（水）株式会社サン有明電気 
 2 月 16 日（水）株式会社ランド・クリエイティブ 

(4) 有明高専シーズデータベースの整備 

 従来は有明高専シーズデータベースを紙で発行していたが、各種イベント等で配布しても受け取

っていただけない状況であった。このため、これを Web ページに掲載し、各種イベントでは

CD-ROM で配布している。この内容をさらに充実させたい。 
 
３．有明高専主催・共催行事支援 

 有明高専が主催または共催する事業は多数あるが、その中で振興会会員企業と密接に関連した下

記の事業を行った。 

(1) 全国高専テクノフォーラムへの参加 

 大分県大分市にて「第８回全国高専テクノフォーラム」が開催された。「地域産業政策・地域ニ

ーズと高専の産学官連携」のテーマで行われた全体パネル討論Ⅰでは有明高専のテクノセンター長

の泉が座長を務め、「出口を見据えたプロジェクト（成功事例）」のテーマで行われた全体パネル討

論Ⅱでは有明広域産業技術振興会の糸永会長がコメンテーターを務めた。口頭事例発表では有明高

専の氷室先生が「産学住協働で取り組んだ地域再生」、堀田先生が「大牟田市での医工連携と歩行

補助器の開発」について講演した。ポスター展示では有明高専として「有明工業高等専門学校地域

共同テクノセンター紹介」と「有明工業高等専門学校の研究事例報告」についてのポスターが展示

され、また「びほう小岱」も展示された。フォーラムには有明高専の教職員、有明広域産業振興会

の会員も多数参加した。 
 日時： 平成２２年８月１８日（水）～１９日（木） 
 会場： 大分市コンパルホール（大分市府内町 1 丁目 5 番 38 号） 
 内容：「高専の研究力・連携力―その展開とイノベーション―」 
 

   
          総合討論会Ⅰ                 総合討論会Ⅱ                   口頭事例発表 
 

   
          口頭事例発表               有明高専の展示ブース             ポスター展示 
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(2) 九州・沖縄地区高専新技術マッチングフェアへの参加 

 九州・沖縄地区９高専が保有する特許（未公開特許含む）や研究シーズを、発明者（技術保有者）

自身が企業関係者を対象に、実用化を展望した技術説明を行い、広く実施企業・研究パートナーを

募集した。有明高専からは 2 名の教員による研究シーズの発表が行われた。 
 日時：2010 年 10 月 15 日（金）10:00~17:00 
 会場：マリンメッセ福岡（福岡市博多区沖浜町 7-1） 
   モノづくりフェア 2010（10/14～16）日刊工業新聞社西部支社主催に併催 
 主催：九州・沖縄地区 国立高等専門学校 
 幹事校：熊本高等専門学校 

(3) 有明高専オープンカレッジとの共催イベント 

 有明高専で 2010 年 8 月 28、29 日に行われたオープンカレッジにおいて、振興会会員企業と有

明高専教員との共同研究紹介を実施した。これは中学 3 年生に対する進路相談が実施されていた会

場の前で実施したものであり、多くの中学生とその保護者以外にも多くの来場者が見学していた。 
 

            
 

(4) 第８回 おおむた産学官連環交流会 

 基礎研究の成果をいち早く出口につなげる産学連携の重要さが増す中、さらに産学官のつながり

を深め、広く大牟田地域の技術革新を進展するために産学連携交流会が開催された。交流会では予

定していた定員（100 人）を超える参加者があった。交流会では川邉氏による基調講演および福岡

大学、有明高専の教員によるシーズ発表、森商事、荻原食品による事例発表が行われた。交流会後

は意見交換会が開かれ、多数の参加者により有意義な交流が見られ、盛況のうちに終えることがで

きた。 
 日時：平成 23 年 3 月 18 日（金）13:30～（意見交換会 17：40～） 
 会場：オームタガーデンホテル 飛鳥の間 （意見交換会／スカイホール） 
○基調講演 
 「ビジネスを楽しく、人生を楽しく」 
   株式会社 八ちゃん堂 代表取締役会長 川邊 義隆 氏 
○シーズ発表 
 １．「マイクロバブル技術を用いた産官学連携による地域再生」 
   有明工業高等専門学校物質工学科 教授 氷室 昭三 氏 
 ２．「ナノ粒子およびナノ薄膜の作製と構造解析・状態分析の手法」 
   福岡大学理学部物理科学科 教授 香野 淳 氏 
 ３．「竹炭を用いたリン酸マグネシウムアンモニウム晶析反応によるリンの回収」 
   有明工業高等専門学校物質工学科 教授 劉 丹 氏 
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 ４．「パスツールピペット先端の視認性の向上」 
   福岡大学医学部医学科 助教 内田 俊毅 氏 
○事例発表 
「三池高菜に含まれる生活習慣病に有効な機能性成分の探索」  オギハラ食品株式会社 
「廃乾電池から二酸化マンガンおよび亜鉛等の有用金属の回収」 株式会社森商事 
 

 
      開会のあいさつ               川邉氏の講演                 氷室先生の講演 

 

 
      香野先生の講演                 劉先生の講演               内田先生の講演 

 

 
      森商事による発表         オギハラ食品による発表           閉会のあいさつ 
 
４．地場産業振興支援研究事業 

 地場産業振興を最終目標として、地場企業と高専教職員との連携による研究・開発の促進を目的

とする地場産業振興支援研究を継続支援する。振興会より 40 万円とし、受託事業費と合計で研究

費総額を 170 万円の予算とした。 
 以下の 5 件を採択助成した。研究成果は総会資料として配布し、この中の 1 件は振興会総会終了

後に発表して頂く予定である。 
 ○機械工学科 堀田 源治 教授 
  研究課題：「VUKOBRATOVIC 理論を応用した高齢者の生活基本機能である“手づかみ”を 
        介助する意志受容形ハンドの開発」 
 ○電子情報工学科 内海 通弘 教授 
  研究課題：「有害微生物の迅速検出法の開発」 
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 ○物質工学科 小林 正幸 准教授 
  研究課題：「こんにゃくパウダーを利用した新規発酵食品の開発」 
 ○物質工学科 藤本 大輔 准教授 
  研究課題：「海苔生産加工着色排水処理法としての電解処理システムの実用化研究」 
 ○機械工学科 篠崎 烈 講師 
  研究課題：「大牟田・荒尾炭鉱遺産の世界遺産登録に向けた機械群調査および動体化保存」 
 
５．研究開発助成事業の斡旋導入 
 

年度 共同（件） 受託（件） 合計（件） 共同（千円） 受託（千円） 合計（千円） 

14 2 9 11 5,600 7,997 13,597 
15 13 4 17 32,910 15,030 47,940 
16 24 6 30 23,788 15,455 39,243 
17 18 8 26 17,082 19,315 36,397 
18 10 6 16 14,940 14,872 29,812 
19 13 5 18 23,600 3,195 26,795 
20 18 5 23 14,597 4,677 19,274 
21 12 5 17 9,250 8,255 17,505 
22 6 4 10 3,887 1,850 5,737 

 
６．平成22年度予算執行状況 
 

【収入の部】   （単位：円） 
区分 決算額 予算額 比較増減 

1. 振興会負担金 700,000 700,000 0 
2. 繰越金 146,345 146,345 0 
3. 雑収入 72 0 72 

合 計 846,417 846,345 72 
【支出の部】   （単位：円） 
区分 決算額 予算額 比較増減 
1. 分科会支援金 141,672 150,000 △8,328 
2. 地場産業振興支援研究費 400,000 400,000 0 
3. オープンカレッジ 168,451 150,000 18,451 
4. 会議費 26,265 100,000 △73,735 
5. 予備費 8,075 46,345 △38,270 

合 計 744,463 846,345 △101,882 
【収支】   （単位：円） 

平成 22 年度収支残額 
収入合計 支出合計 収支残額 

846,417 744,463 101,954 
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有明広域産業技術振興会 
 

 有明広域産業技術振興会は、経済的に密接なつながりのある熊本

北部、福岡南部における産官と国立有明工業高等専門学校との交流

事業を実施し、有明広域圏の産学官の連携・協力の推進を図り、も

って地域産業の振興に寄与することを目的とします。  



≪規約≫                                 

 （名 称） 

第１条 この会は、有明広域産業技術振興会（以下「本会」という。）と称する。 

 （目 的） 

第２条 本会は、経済的に密接なつながりのある有明広域圏における産官と国立することを目的とする。 

 （事 業） 

第３条 本会は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事業を行う。 

 （１）産学官の交流に関する事業 

 （２）技術相談、共同研究開発等の地域企業の技術振興に関する事業 

 （３）有明高専と地域企業等との交流に関する事業 

 （４）その他本会の目的達成に必要な事業 

 （組 織） 

第４条 本会は、本会の目的に賛同する者（以下「会員」という。）をもって組織し、会員の種別は、次の

各号に掲げるとおりとする。 

 （１）一般会員 本会の目的に賛同する個人又は企業（法人であるものについては、当該法人の代表者が

推薦する者とする。） 

 （２）賛助会員 本会の目的に賛同する行政機関、団体等 

 （３）特別会員 前２号のほか、本会の運営上特に必要と認められる団体又は個人（学識経験者等） 

 （役 員） 

第５条 本会に次の各号に掲げる役員を置く。 

 （１）会 長  １人 

 （２）副会長  ２人以内 

 （３）理 事  若干人 

 （４）監 事  ２人 

 （役員の選任及び任期） 

第６条 理事は、総会において会員の中から選任する。 

２ 会長及び副会長は、理事の互選により選任する。 

３ 監事は、会員の中から会長が委嘱する。 

４ 役員の任期は、２年以内とし、再任を妨げない。なお、任期満了後であっても後任者が就任 

  するまでの間は、引き続きその職務を行うものとする。 

５ 役員に欠員が生じた場合における後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

 （役員の職務） 

第７条 会長は、本会を代表し、会務を総理する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は欠けたときは、その職務を代行する。 

３ 理事は、必要に応じて会務を分担する。 

４ 監事は、会計事務を監査する。 

 （顧 問） 

第８条 本会に、顧問若干人を置くことができる。 

２ 顧問は、役員会の承認を得て会長が委嘱する。 

３ 顧問は、必要に応じて本会の運営状況について報告を受けるとともに、会長の諮問に応じる。 

４ 顧問は、総会及び役員会に出席して意見を述べることができる。 

 （会 議） 



第９条 本会の会議は、総会及び役員会とする。但し、円滑な事業運営等に必要な詳細な事項に 

    ついては、会長が企画運営部会に諮り決めるものとする。 

２ 総会及び役員会は、会長が召集し、その議長となる。 

 （総 会） 

第１０条 総会は、会員をもって構成し、通常総会及び臨時総会とする。 

２ 通常総会は年１回、臨時総会は会長が必要があると認めるときに、これを開催する。 

３ 総会は、次の各号に掲げる事項について審議し、決定する 

 （１）本会の事業計画及び予算 

 （２）本会の事業報告及び決算 

 （３）規約の制定及び改廃 

 （４）その他本会の事業の推進、運営等に関する重要な事項 

 （役員会） 

第１１条 役員会は、役員をもって構成し、会長が必要があると認めるときに開催する。 

２ 役員会は、次の各号に掲げる事項について審議し、決定する。 

 （１）本会の事業の企画運営に関する事項 

 （２）その他本会の運営に関し、必要と認められる基本的な事項 

 （企画運営部会） 

第１２条 会長は、第３条の事業達成を図り円滑な事業運営を行うため、必要と認めるときは、企画運営部

会を置くことができる。 

２ ついて審議し、決定する。 

 （１）本会の円滑な事業運営に関し、必要と認められる具体的、実践的な事項 

 （２）その他本会の企画運営に関し、必要と認められる具体的な事項 

 

 役 員 名 簿  

 

役員 企 業 名 役 職 名 委 員 名 

会長 信号電材(株) 取締役会長 糸永 一平 

副会長 
(有)旭製作所 代表取締役社長 池田 靖之 

吉野電子工業(株) 代表取締役会長 古賀 義文 

理事 

（株）旭精機 管理部長 坂口 友昭 

九州エレクトロン（株） 代表取締役 本木 兼人 

九州三井アルミニウム工業(株) 経理管理部長 中島 昭 

興亜建設工業（株） 大牟田支店長 光橋 和男 

（株）テノックス九州 取締役大牟田機材センター長 松尾 弘二 

松尾産業（株） 代表取締役社長 渋谷 二三夫 

室町ケミカル（株） 専務取締役 岩下 定一 

監事 
（株）三井三池製作所九州事業所 技術開発部 吉海 寛人 

荒尾商工会議所 専務理事 西谷 和彦 

顧問 有明工業高等専門学校 学校長 立居場 光生 



 一 般 会 員  

 

区域 企        業        名 役 職 名 委 員 名 事 業 内 容 

荒尾市 

(有)旭製作所 代表取締役社長 池田 靖之 理化学用硝子製造業 

(株)九州トリックス 代表取締役 長谷川博司 自動車用部品製造業 

(株)セールスエンジ 代表取締役 杉山 哲也 産業機械、伝動機器販売 

第一製網(株) 研究開発部長 高本 裕昭 
海苔養殖資材、産業用ネット等の製造

販売 

平井精密工業(株) 技術課長代理 住友 保文 電気、機械器具製造業 

(有)ユー・アイ技研 代表取締役 宮本 健司 精密板金加工・販売 

長洲町 興亜建設工業(株) 大牟田支店長 光橋  和男 建設業 

南関町 

(株)エム・ディ・エンジニ

アリング 
代表取締役 松原 智浩 プレス金型、治工具の設計・制作 

(株)丸美屋 工場長 米澤 健志 食品製造業 

(株)三ツ矢エンジニアリ

ング 
代表取締役社長 光野  公王 金属加工、機械製造業 

(有)守田食品 代表取締役 守田 耕造 食料品製造業 

吉野電子工業(株) 代表取締役会長 古賀  義文 
精密機器装置製造業（大型）、輸送用

機械 

大
牟
田
市 

(株)旭精機 管理部長 坂口 友昭 一般機械器具製造業 

有明機械(株) 
常務取締役生産

本部長 
田中  充 一般機械器具製造業 

(株)有明ねっとこむ 企画部長 作本 憲行 情報提供サービス業 

有明マテリアル(株)大牟

田プレシジョン 
常務取締役所長 浜崎 俊夫 窯業・土石製品製造業 

(株)アルム 
アルミ繊維事業

部長 
横山 義明 非鉄金属製造業 

エスジーケミカル(株) 製造部長 本田  守 ガス、船舶用塗料原料製造業 

オーム乳業(株) 開発統括室長 中山  昭洋 食料品製造業 

九州セラミックス工業

(株) 
技術室 寺師 広人 窯業・土石製品製造業 

(株)九州パッキング製作

所 
代表取締役 兼行 新平 ゴム製品製造業 

九州三井アルミニウム工

業(株) 
経営管理部長 中島  昭 非鉄金属製造業 

近鉄エンジニアリング

（株） 
取締役技術部長 高野 泰生 機械設計 

(株)サン有明電気 
取締役技術本部

長 
熊丸 哲郎 電気機械器具製造業 

三作合成ゴム(株) 取締役工場長 津留 和巳 ゴム製品製造業 

信号電材(株) 取締役会長 糸永 一平 電気機械器具製造業 

(株)テノックス九州 取締役 松尾 弘二 地盤改良、地盤掘削用機材、環境事業 

(株)マシンプランニング 代表取締役 森田 博史 一般産業機械設計・製作業 

松尾産業(株) 代表取締役社長 渋谷二三夫 電気機械器具製造業 

(株)三井三池製作所九州

事業所 
技術開発部 吉海 寛人 一般機械器具製造業 



(有)港工作所 技術 松藤  勉 一般機械部品製造、金型・治工具製作 

室町ケミカル(株) 専務取締役 岩下  定一 化学工業 

矢部川電気工業（株） 専務取締役 阪本 英司 電気機器製造業 

(株)ランド・クリエイティ

ブ 
代表取締役 生田 静夫 機械器具製造業・環境事業 

(有)龍進工業 代表取締役 小山 公政 土木建設業 

  匠電気管理事務所 所長 久保田 匠 電気保安管理業務 

柳川市 

(株)川島製作所 代表取締役 川島 交民 機械器具製造業 

九州エレクトロン(株) 代表取締役 本木 兼人 電子機械器具製造・メンテナンス業 

竹下産業(株) 技術部長 桁山 広利 機械器具製造業 

 

 

 賛 助 会 員  

 

  団 体 名 所 在 地 代 表 者 役 職 名 委 員 名 

熊
本
県 

荒尾市 荒尾市宮内出目 390 前畑 淳治 産業振興課長 小柳 健一 

荒尾商工会議所 荒尾市大正町 1-4-5 那須 良介 専務理事 西谷 和彦 

長洲町商工会 長洲町長洲 2168-2 大﨑 正志 事務局長 土山 一雄 

南関町 南関町大字関町 1316 上田 数吉 総務課長 柳田 陽一 

南関町商工会 南関町大字関町 1500-1 田口  浩     

福
岡
県 

大牟田市 大牟田市有明町 2-3 古賀 道雄 産業経済部長 村上 義弘 

大牟田商工会議所 大牟田市有明町 1-1-22 板床 定男 商工経済課長 谷口 哲也 

みやま市 みやま市瀬高町小川5番地 西原  親 環境経済部長 今福 潮己 

みやま市商工会 
みやま市瀬高町下庄

2208-1 
中原  巌 高田支所長 原田   保 

 

 特 別 会 員  

 

団 体 名 代 表 者 名 所 在 地 

有明工業高等専門学校 立居場光生 大牟田市東萩尾町 150 

 

 事 務 局  

 

大牟田市産業活性化推進協議会事務局 

連絡先 
大牟田市経済部工業振興課 ０９４４－４１－２７５２ 

大牟田商工会議所商工振興課 ０９４４－５５－１１１１ 

 




